
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

愛知県豊川保健所 結核情報誌  

令和６年の新登録者のうち、外国出生患者
の割合は全国で 20％、愛知県では 23％であ

り、増加傾向です。 

豊川保健所管内でも、年々増加しています。

平成 18 年は 16％でしたが、令和 6 年は 50％、

令和７年は 46％と近年は大幅に増加してい

ます。 

 

愛知県豊川保健所
令和８年３月発行 

 

外国出生の患者はコミュニケーションや経済面

等で、様々な困りごとを抱えており、個々の状

況に応じた対応が必要です。 

図２ R3 年～R７年の豊川保健
所管内の外国出生結核患者
の出生国 

 

外国出生患者の現状 

対応策については裏面へ
… 

増えている外国出生の結核患者 

図１ 豊川保健所管内の新登録結核患者数と全国、 
豊川保健所管内の外国出生患者の割合の推移 

 

インドネシア
１４人 

フィリピン
２９人 

ベトナム
４人 

その他 ミャンマー
３人 

診察を受け、結核と診断 

体調が悪化し、病院へ受診 

 

 ①  

  

② 

④ ③ 

令和 7 年 新登録結核患者数         
豊川保健所管内(豊川市・蒲郡市・田原市)
２６人（うち外国出生患者１２人） 

治療は始まったが、分からないことが多く、
困りごとばかり増えてしまった！ 

外国出生患者は何に困っている？ 

職場にて… 

なんて言
われたの
かな？ 

質問しづ
らいな… 

 

え？！     
結核？！ 

治るのかな？ 
これからどう
なるのかな？ 

咳がずっと続
いている…     
仕事は休めな
いし、病院は
日本語が分か
らなくて不安
だな… 

治療費は 

いくら？ 

こんなに沢山

の薬飲みたく

ない… 

収入が減ったら 

仕送りできない… 

仕事休まなきゃ

いけない？ 
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●結核患者が発生または入退院した場合は、保健所への届け出が必要です！ 

発生届 直ちに保健所へ届け出（感染症法第 12 条） 

入退院届 7 日以内に保健所へ届け出（感染症法第 53条 11） 
 

発生届、入退院届の様式は愛知県HP（右の 2次元コード）からダウンロードが可能です。 

 

●定期的な結核菌検査、胸部レントゲン検査の実施について 

治療効果や治療評価の判断のためには、結核菌の陰性化を確認することが必要です。治療期間中の定期的な
結核菌検査及び治療終了月の結核菌検査（喀痰塗抹・培養）、胸部レントゲン検査の実施をお願いします。 

  

保健所からのお願い 

 

 

    

 

3  お金        

 

 

2  仕事        

 

  

わからないことや不安、困りごとは治療の妨げになることも… 

 

 

例）症状、質問を正確に伝えられない。日本語が読めず意味が分からない。 

  

１ 言葉     

 

例）日本の医療制度や医療費が分からない。受診や入院で働けず収入が減る。 

 

 

 

 

例）休暇が取得しにくい。就業制限で働けない。 

 

  

⇒受診の不安感や治療についての誤解につながる 

➡翻訳アプリや絵・図の活用、通訳の導入 

 

⇒金銭的な不安から、医療費を心配して受診できないことも 

➡結核公費負担制度、医療費や支払い方法を含め 
今後の流れについて説明 

 

⇒欠勤や無給となることを心配し、受診拒否や通院困難となる可能性も 

➡受診日、検査日を患者と相談し調整 

 

言葉が難しくて、どうすればいいのか分からない。 

治療が長そうだけれど、医療費はどれくらいかかるだろう？ 

 
フィリピン、ネパール、ベトナムで始まっています  

  

収入が減ると困るな…受診と検査が一緒の日なら 1 日休むだけでいいのに… 

 

TOPICS 《入国前結核スクリーニング》 

日本に入国・中長期間在留しようとする者に対して、医療機関で胸部レントゲン、喀痰抗酸菌検査等の

検査を行い、結核を発病していないことを証明する書類の提出を求めることで、安全に日本へ入国

できるようにするための制度です。 

スクリーニングを受けていても、入国後に発病する場合もあります。そのため、高蔓延国(フィリピン、

ネパール、ベトナムの他、インド、中国等)出身者の受診の場合には、結核を疑った問診や胸部レントゲン、

喀痰の抗酸菌検査等の検査をお願いします。 

 

 

 

 

 

 


